
主な内容

・第 24回石岡市障がい者スポーツ大会　　  P 2
・病後児保育制度があります　　　　　　　P 4
・市税の滞納処分を強化します　　　　　　P 6
・平成 28年度石岡市表彰式・
　　　　　市民の日記念行事を開催           　P10

市の人口と世帯　76,876人（前月比▲41人）　男 38,126人　女 38,750人　世帯数　30,452世帯   【11月１日現在】

何か発見！

どれどれ？
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「一緒にがんばる」
   その一体感を味わう

第 24回石岡市障がい者スポーツ大会を開催

ポ
ー
ツ
に
は
、
人
と
人

を
つ
な
げ
る
力
が
あ
り

ま
す
。
10
月
８
日
、
石

岡
運
動
公
園
で
「
第
24
回
石
岡
市

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
市
内
に
あ
る
11
の

障
が
い
者
施
設
の
利
用
者
２
５
３

人
、
介
護
者
や
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
含
め
る
と
６
０
０
人
を
超
え

る
人
が
参
加
。

ス

　

今
年
は
、
特
に
市
内
の
小
中
高

校
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多

く
、そ
の
数
は
お
よ
そ
１
０
０
人
。

競
技
の
進
行
を
手
伝
っ
た
り
、
一

緒
に
参
加
し
た
り
、
大
会
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
車
椅
子
競
争
や
ボ

ウ
リ
ン
グ
な
ど
の
個
人
競
技
と
パ

ン
食
い
競
争
を
実
施
。
昼
食
時
に

は
、
石
岡
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
応
援
メ
ド
レ
ー
の
披
露
や
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
に
よ
る
ダ
ン
ス
が
行
わ

れ
、
会
場
全
体
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。午
後
か
ら
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
子
ど
も
た
ち
と
参
加
者
が
一

緒
に
な
っ
て
の
団
体
競
技
。
玉
入

れ
や
綱
引
き
な
ど
の
種
目
で
力
を

合
わ
せ
ま
し
た
。

出
会
う
き
っ
か
け
の
場
に

「
施
設
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
地

域
の
人
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
は

年
に
何
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
交
流

を
深
め
る
場
に
な
っ
た
ら
」
と
実

行
委
員
長
で
光
風
荘
理
事
長
の
須

賀
田
毅
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

関
わ
り
合
え
る
機
会
が
大
切

　

家
族
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
い

る
立
場
か
ら
社
会
参
加
の
促
進
を

考
え
る
、
野
ば
ら
の
会
の
代
表
の

■問い合わせ　　社会福祉課　☎ 23-1111（内線 183）

　午前中のパン食い競争で
登場したパンは、市内にあ
る障がい者就労施設に通う
皆さんの手づくり。
　一つひとつ心を込めて
作っています。普段は、店
舗・出張販売でお届けして
いますよ。

1

23

▶一人ひとりが働きがいを持てるお店を
目指してオープンし 11年。日替わりパ
ンの種類も豊富です。色々な経験が豊か
な人生につながると陶芸にもチャレン
ジ。店内には作品も飾られています。

【営業時間】
午前 10時 ~
午後 5時 30分
【定休日】
日曜・祝日
【電話番号】
☎ 26-8286

パン工房
　ベーカリーアップルアップル
毎日 80 種類の
　　　　パンをつくってます

まごころ込めて

石岡中の隣り、２本の木が目印

広報いしおか12月１日号　№２６８　　　２　　　　　　　　



嶋
田
み
ち
子
さ
ん
は
「
障
が
い
者

も
健
常
者
も
一
緒
に
な
っ
て
一
つ

の
ボ
ー
ル
を
ゴ
ー
ル
ま
で
届
け
る

と
か
、
力
を
合
わ
せ
て
綱
を
引
く

と
か
、
勝
ち
負
け
よ
り
も
﹃
一
緒

に
が
ん
ば
っ
た
と
い
う
一
体
感
を

感
じ
ら
れ
る
場
、
関
わ
り
合
え
る

場
﹄が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
の
声
援
も
、
と
て
も
支
え
に
な

り
ま
す
。
こ
う
い
う
機
会
を
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
本
人
た
ち

の
自
信
と
周
囲
の
人
た
ち
の
理
解

に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

福
祉
の
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
た

「
午
前
中
は
ゴ
ー
ル
し
た
人
に

シ
ー
ル
を
渡
す
係
で
し
た
。
ゴ
ー

ル
周
辺
で
待
っ
て
い
る
と
、
す
ご

く
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て

来
て
く
れ
る
の
で
、
私
も
と
て
も

嬉
し
く
な
っ
て
。
声
掛
け
し
な
が

ら
シ
ー
ル
を
渡
し
て
い
た
ん
で
す

が
、
職
員
さ
ん
か
ら
﹃
声
の
掛
け

方
が
上
手
だ
よ
。
み
ん
な
と
て
も

嬉
し
そ
う
﹄
と
言
っ
て
も
ら
え
た

の
も
、
嬉
し
か
っ
た
。
将
来
の
仕

事
を
考
え
る
時
期
な
の
で
、
福
祉

の
仕
事
に
も
魅
力
を
感
じ
ま
し

た
」
と
話
す
の
は
石
岡
第
二
高
等

学
校
の
長
嶺
美
沙
さ
ん
。

　

ど
う
し
て
参
加
し
よ
う
と
思
っ

た
の
？
と
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

聞
い
て
み
る
と
「
知
り
合
い
に
な

り
た
か
っ
た
か
ら
」と
い
う
答
え
。

　

知
り
合
う
こ
と
は
第
一
歩
。
会

場
に
は
、
笑
顔
で
声
援
を
送
り
合

う
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

₁昼食後、軽快な音楽に合わせて踊ればみんな自然と笑顔に　₂もう少しでゴール
だよ！がんばれがんばれ　₃綱引きの前、目を合わせて「がんばるぞ！」と気合十
分。　₄₅昼食後は石岡中吹奏楽部の演奏でリラックス　₆ボールを後ろへ後ろへ
と送る団体競技。チームワークでスピードを競います　₇全員参加のパン食い競争。
いろんな種類のパン。一つひとつが手づくりです

く障がい者福祉への関心
と理解を深め、障がい者

が社会、経済、文化などあらゆ
る分野の活動に積極的に参加で
きる社会を目指して制定されま
した。この期間、国や地方公共
団体、関係団体などで様々な取
り組みが行われています。

広

ての国民が、障がいの有
無に関係なく、お互いを

尊重し合いながら共に生きる社
会の実現を目指して、平成 25
年 6月、「障害を理由とする差
別の解消の推進に関する法律」
（いわゆる「障害者差別解消法」）
が制定され、平成 28 年 4月 1
日から施行されました。

全

4 月 1日、
障害者差別解消法が施行

がい者であることを理由
にした不当な差別的取り

扱いが禁止され、募集や採用を
する際には、「合理的な配慮」を
することが求められています。
「合理的な配慮」とは、視覚障が
いがある人には、点字や音声な
どで採用試験を行ったり、聴覚・
言語障がいがある人には、筆談
などで面接を行う。肢体不自由
がある人には、机の高さを調節
することなど作業を可能にする
工夫を行うといったように、お
互いが気持ちよく働けるよう
に、配慮することを指します。

障

4 月 1日、
障害者雇用促進法が改正

12月 2~9 日、障がい者週間

▶施設の開所とともにパン作りを始め
て 17年。対面販売を中心に、ふれあ
いの里石岡ひまわりの館の福祉の店で
もクッキーなどを販売しています。利
用者の自立支援につなげるために、品
質の良いものを作り付加価値をつけ
ることを大切にし、今年の 4月から
CUORE（クオーレ・イタリア語で心
の意）という名前でフォカッチャやビ
スコッティづくりにもチャレンジして
います。
【電話番号】☎ 36-1313

はーとふる・ビレッジ

『おいしくなぁれ』を
　　　　召し上がれ。

　　　　　　　　３　　　広報いしおか12月１日号　№２６８
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病
気
回
復
期
の
お
子
さ
ん
対
象

　病
後
児
保
育
制
度
が
あ
り
ま
す

▼
病
後
児
保
育
と
は
、
子
ど
も
が

風
邪
や
下
痢
な
ど
病
気
回
復
期
で

集
団
保
育
が
困
難
な
期
間
、
一
時

的
に
預
か
り
、
保
育
士
や
看
護
師

な
ど
が
保
育
す
る
も
の
で
す
。

場
所
／
病
後
児
保
育
室
さ
く
ら
ん

ぼ
（
石
岡
市
大
砂
１
０
５
２
８

-

25
・
つ
ば
さ
保
育
園
内
）

保
育
時
間
／
平
日 

午
前
８
時
〜

午
後
６
時
・
土
曜 

午
前
８
時
〜

午
後
１
時

利
用
期
間 

／
７
日
以
内

利
用
料
金 

／
１
日 

２
０
０
０
円
・

半
日 

１
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
で
す
。

利
用
要
件
／
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
こ
と

1
市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、
現
在

保
育
所
（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園

に
入
所
し
、
保
育
認
定
を
受
け
て

い
る
生
後
６
か
月
以
上
の
児
童　

2
病
気
回
復
期
で
あ
る
が
集
団
保

育
が
困
難
、
ま
た
は
医
師
が
病
後

児
保
育
が
必
要
と
認
め
た
も
の

3
仕
事
の
都
合
で
家
庭
で
の
保
育

保 育
支 援

▼
認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
不

十
分
に
な
っ
た
人
に
代
わ
り
、
法

的
に
権
限
を
与
え
ら
れ
た
後
見
人

が
生
活
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

家
族
や
親
族
の
ほ
か
に
、
弁
護
士

や
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
な
ど

を
希
望
で
き
ま
す
。

1
任
意
後
見
制
度

　

現
在
は
判
断
能
力
の
あ
る
人

が
、
不
十
分
に
な
っ
た
時
に
備
え

て
、
誰
に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し

て
も
ら
う
か
を
公
証
役
場
を
通
し

て
契
約
し
て
お
く
制
度
。

2
法
定
後
見
制
度

　

家
庭
裁
判
所
に
選
ば
れ
た
人

が
、
認
知
症
・
知
的
障
が
い
な
ど

に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る
能
力

が
十
分
で
な
い
人
に
預
貯
金
な
ど

の
管
理
や
日
常
生
活
の
様
々
な
こ

と
を
支
援
す
る
制
度
。
本
人
の
判

断
能
力
の
程
度
に
よ
り
後
見
制

度
・
保
佐
制
度
・
補
助
制
度
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

支
援
内
容
／
預
貯
金
管
理
・
不
動

産
処
分
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

契
約
・
料
金
の
支
払
い
な
ど

手
続
方
法
／
本
人
や
配
偶
者
、
四

親
等
内
の
親
族
、
市
区
町
村
長
、

検
察
官
な
ど
が
、
本
人
住
所
地
の

家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
ま
す
。

※
手
続
き
完
了
に
は
約
３
か
月
か

か
り
費
用
は
約
10
万
円
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

【
高
齢
者
】
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー 

☎
３
５
・
１
１
２
７

【
障
が
い
者
】
社
会
福
祉
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

判
断
能
力
に
不
安
を
覚
え
た
ら
…

　
　
　成
年
後
見
制
度
の
ご
案
内

後 見
制 度

▼
市
民
の
皆
さ
ん
の
善
意
と

協
力
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
る
会
員
制
の
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
で
す
。

サ
ポ
ー
ト
内
容
／

・
親
が
病
気
な
ど
の
場
合
の

家
事
援
助
や
一
時
的
な
乳
幼

児
の
世
話

・
保
育
園
の
送
迎（
徒
歩
の
み
）

利
用
方
法
／
事
前
登
録
が
必
要
で

す
。
社
会
福
祉
協
議
会
に
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間
・
料
金
／
月
〜
金
曜
日

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）・
１
時

間
６
０
０
円

（
午
前
７
時
〜
９
時
、
午
後
５
時

〜
７
時
）・
１
時
間
９
０
０
円

※
土
・
日
、
祝
日
、
12
月
28
日
〜

１
月
５
日
は
除
く
。

随
時
募
集
中
！

▼
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
事

業
に
力
を
貸
し
て
く
れ
る
協
力
会

員
さ
ん
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

石
岡
本
所
☎
２
２
・
３
０
４
５

八
郷
支
所
☎
３
６
・
４
３
１
１

子育てサポーター派遣

が
で
き
な
い
場
合

※
熱
が
38
℃
以
上
の
時
は
、
預
か

れ
ま
せ
ん
。
病
種
に
よ
っ
て
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

利
用
方
法
／
事
前
登
録
が
必
要
で

す
。
市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課
か

八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課
に

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１（
内
線
１
７
３
）
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高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
解
消
の

た
め
に
、
外
出
す
る
き
っ
か
け
づ

く
り
を
行
い
、
心
身
の
機
能
低
下

の
防
止
や
閉
じ
こ
も
り
の
抑
制
を

図
り
ま
す
。
プ
ラ
チ
ナ
ポ
イ
ン
ト

対
象
事
業
で
す
。

対
象
／
外
出
が
困
難
も
し
く
は
外

出
意
欲
の
低
下
し
て
い
る
65
歳
以

上
の
人
、
高
齢
者
を
支
援
す
る
人

日
時
／
12
月
22
日
（
木
）
午
前
８

時
50
分
（
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広

場
集
合
）
※
福
祉
バ
ス
利
用

内
容
／
キ
ュ
ー
ピ
ー
五
霞
工
場
で

の
見
学
、
道
の
駅
「
ご
か
」
で
の

買
い
物
、
昼
食

定
員
／
約
20
人

参
加
費
／
無
料
（
昼
食
代
は
個
人

負
担
）

申
込
期
間
／
12
月
１
日
（
木
）
～

12
日
（
月
）

申
込
方
法
／
高
齢
福
祉
課
に
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。
定
員

を
超
え
た
場
合
、
参
加
未
経
験
者

が
優
先
で
す
。
申
込
者
一
人
に
つ

き
一
人
ま
で
付
き
添
い
者
と
し
て

の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
／
原
則
と
し
て
年
度
内
一

人
１
回
の
み
参
加
で
き
ま
す
。

次
回
は
２
月
に
実
施
予
定
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
５
３
）

高齢者
支 援

い
き
い
き
活
動
事
業
へ
の

　
　
　
　
　参
加
者
募
集

趣 味
講 座

ひ
ま
わ
り
の
館
講
座

▶ゆっくり、楽な動きで身体の機
能回復と動作の改善をします。
講師／栃本恵子先生
定員／ 15 人　　　参加費／無料

ゆっくり体操教室

1 月 5・19 日、2 月 2・16 日、
3月2・16日（木・全6回）
午前 10時～ 11 時 30 分

▶ハワイの曲を聞きながら楽しく体
を動かしましょう！
講師／河野輝美先生
定員／ 20 人　　　 参加費／無料

やさしいフラダンス教室

１月6・13・20・27日（金・全４回）
午前 10時 30 分～ 11 時 30 分

▶「フィットネス」「バレエ」「ヨガ」
を融合したエクササイズです。
講師／竹村園子先生
定員／ 25 人　　　 参加費／無料

バレトン教室

1 月 19・26 日、2 月 2・9・
16・23日（木・全6回）
午前10時～11時

▶呼吸に意識を向けながら、心と
身体を内観します。
講師／鈴木加奈子先生
定員／ 20 人　　　参加費／無料

リラックスヨガ教室

1月31日、2月7・14・21・28日
（火・全５回）
午後1時～2時

▶みんなで楽しくエアロビクスをし
ませんか。
講師／木村幸子先生
定員／40 人　　　　　　参加費／無料

わくわくドキドキ！
エンジョイエアロビクス教室

1月24・31日、2月21・28日、
3月28日（火・全 5回）
午前 10時～ 11 時 15 分

申込期間／ 12 月１日（木）～ 13 日（火）
※定員になり次第締め切り

（申込時間は午前 8 時 30 分～午後５時）
申込方法／直接または電話で申し込み
■申し込み・問い合わせ
ふれあいの館石岡 ひまわりの館
☎ 35-1126

第２回

▲昨年度のいきいき活動事業の様子

　　　　　　　　５　　　広報いしおか 12 月１日号　№２６８



　
　

　

市
税
は
安
全
安
心
な
暮
ら
し
の

た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
市
税

の
滞
納
が
増
え
て
い
く
と
、
市
の

財
政
を
圧
迫
し
必
要
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
何
よ
り
納
期
限

内
に
納
付
し
て
い
る
人
と
の
公
平

性
が
確
保
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
市
で
は
、
納
税
に
誠

意
が
み
ら
れ
な
い
悪
質
な
滞
納
者

に
、
財
産
（
預
貯
金
、
給
与
、
生

命
保
険
、
所
得
税
還
付
金
な
ど
）

を
調
査
し
、
滞
納
処
分
を
執
行
し

て
い
ま
す
。

―
―
―
滞
納
処
分
の
流
れ
―
―
―

1
督
促
状
送
付

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
人

に
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。

2
催
告

　

督
促
状
で
も
納
付
が
な
い
場

合
、
催
告
書
や
差
押
予
告
通
知
書

な
ど
で
の
催
告
を
促
し
ま
す
。

3
財
産
調
査

　

官
公
庁
、
金
融
機
関
、
勤
務
先
、

取
引
先
な
ど
の
滞
納
者
の
財
産
を

占
有
す
る
第
三
者
な
ど
に
対
し
て

財
産
調
査
を
行
い
ま
す
。

4
差
押

　

財
産
調
査
で
発
見
し
た
滞
納
者

の
財
産
に
対
し
て
差
押
を
執
行
し

ま
す
。

※
国
税
徴
収
法
第
四
十
七
条
に

「
滞
納
者
の
国
税
（
市
税
）
に
つ

き
そ
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。

5
換
価

　

預
貯
金
・
生
命
保
険
な
ど
の
債

権
や
公
売
な
ど
、
差
押
財
産
を
お

金
に
換
え
て
滞
納
税
に
充
当
し
ま
す
。

　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　

収
納
対
策
課

　
　
　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
１
１
）

　
　本
人
の
同
意
な
し
で

　
　
　
　差
押
は
で
き
ま
す

　

徴
税
吏
員
は
裁
判
所
を
通
す
こ

と
な
く
、
市
税
な
ど
の
滞
納
者
の

財
産
を
調
査
・
差
押
し
滞
納
税
に

充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
力
執

行
権
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

滞
納
処
分
の
た
め
の
財
産
調
査

は
国
税
徴
収
法
や
地
方
税
法
に
基

づ
き
行
わ
れ
ま
す
。
関
係
機
関
は

こ
れ
に
協
力
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
さ
れ
、
罰
則
規
定
も
あ
り
ま

す
。

　

　
 

滞
納
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合

　

 

相
続
人
へ
滞
納
税
が
承
継
さ

　

 

れ
ま
す

　

民
法
に
従
い
、
配
偶
者
や
子
な

ど
の
相
続
人
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分

に
応
じ
て
滞
納
税
が
承
継
さ
れ
ま

す
。
親
族
が
滞
納
し
て
い
た
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
放
置

し
て
お
く
と
相
続
人
に
対
し
て
差

押
な
ど
の
滞
納
処
分
を
執
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

相
続
を
し
な
い
場
合
は
、
相
続

の
開
始
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

時
か
ら
３
か
月
以
内
に
家
庭
裁
判

所
で
相
続
放
棄
の
手
続
き
を
と
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

      

税
金
は
住
宅
ロ
ー
ン
や

      

他
の
借
金
な
ど
に
先
立
っ
て

      

徴
収
さ
れ
ま
す

　

納
税
は
国
民
の
義
務
で
あ
り
、

地
方
税
法
第
十
四
条
に
は
「
地
方

団
体
の
徴
収
金
は
、
納
税
者
ま
た

は
特
別
徴
収
義
務
者
の
総
財
産
に

つ
い
て
、
本
節
に
別
段
の
定
が
あ

る
場
合
を
除
き
、
す
べ
て
の
公
課

（
料
金
な
ど
）、
そ
の
他
債
権
（
住

宅
ロ
ー
ン
や
借
金
な
ど
の
私
債

権
）
に
先
立
っ
て
徴
収
す
る
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

  「
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
」

　

  

へ
徴
収
業
務
を
移
管
す
る

　

  

こ
と
が
あ
り
ま
す

　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
と

は
、
県
内
の
全
市
町
村
が
構
成
団

体
と
な
り
、
県
が
支
援
団
体
と
な

る
特
別
地
方
公
共
団
体
（
一
部
事

務
組
合
）
で
、
市
町
村
か
ら
滞
納

事
案
を
受
け
、
滞
納
整
理
に
よ
り

税
金
の
徴
収
を
専
門
に
行
う
団
体

で
す
。

　
　随
時
納
税
相
談
を

　
　
　
　
　行
っ
て
い
ま
す

　

本
人
や
家
族
の
病
気
や
失
業
、

災
害
や
盗
難
な
ど
や
む
を
得
な
い

事
情
で
納
税
が
困
難
な
場
合
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
早
期
に
完
納
す
る
よ

う
随
時
納
税
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市 税
納 税

市
税
の
滞
納
処
分
を
強
化
し
ま
す

　

　　

　夜
間
納
税
相
談
納
付
受
付

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
ま
で

休
日
納
税
相
談
・
納
付
受
付

毎
週
土
曜
日（
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

広報いしおか12月１日号　№２６８　　　６　　　　　　　　



介  護
保  険

介
護
保
険
運
営
協
議
会
の

　
　
　
　委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
介
護
保
険
の
運
営
に

関
す
る
施
策
の
企
画
立
案
と
運
営

を
円
滑
に
行
う
た
め
、
介
護
保
険

運
営
協
議
会
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
委
員
の
構
成
は
、
被
保
険
者

の
代
表
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
等

関
係
機
関
の
代
表
、
学
識
経
験
者

な
ど
18
人
で
す
。

　

今
回
は
、
改
選
に
よ
る
一
般
公

募
の
委
員
を
４
人
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

　

介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
）
か
ら
２
人

　

介
護
保
険
第
２
号
被
保
険
者

（
40
〜
64
歳
ま
で
）
か
ら
２
人

応
募
資
格

　

年
数
回
程
度
開
催
す
る
協
議
会

に
出
席
で
き
る
人
。

※
公
務
員
や
介
護
保
険
に
関
す
る

職
場
の
勤
務
者
を
除
き
ま
す
。

任
期

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間

応
募
方
法

　

次
の
①
と
②
の
項
目
を
記
入
の

上
、
介
護
保
険
室
（
長
寿
い
き
い

き
館
）
の
窓
口
へ
直
接
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

①
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
連

絡
先
電
話
番
号
・
職
業
・
勤
務
先

の
電
話
番
号

②
介
護
保
険
に
対
す
る
意
見
や
応

募
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）

※
い
ず
れ
も
様
式
は
自
由
で
す
。

応
募
締
切

平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）
必
着

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課　

介
護
保
険
室

☎
２
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
６
５
）

身分証
交 付

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
を

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い

　

写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
申
請
し
た
人
に
は
、
順

番
に
カ
ー
ド
交
付
の
お
知
ら
せ

（
ハ
ガ
キ
）
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
し
た
ら
、

カ
ー
ド
の
受
け
取
り
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
必
要
書
類
を
持
っ
て
、
必
ず
ご

本
人
が
直
接
お
出
で
く
だ
さ
い
。

■
必
要
書
類

①
ハ
ガ
キ
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
交

　

付
・
電
子
証
明
書
発
行
通
知
書

　

兼
照
会
書
）

②
通
知
カ
ー
ド

③
本
人
確
認
書
類
（
写
真
の
無
い

　

も
の
は
２
点
以
上
必
要
）

　

１
点
…
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ

　

ー
ト

　

２
点
…
健
康
保
険
証
、
年
金
手

　

帳
、
預
金
通
帳
、
各
種
受
給
者

　

証
な
ど

④
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

　

ち
の
人
の
み
）

※
15
歳
未
満
の
場
合
、
本
人
と
法

定
代
理
人
が
同
行
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
上
記
の
必
要
書
類
に

加
え
て
「
法
定
代
理
人
の
本
人
確

認
書
類
」
と
「
代
理
権
の
確
認
で

き
る
戸
籍
謄
本
（
本
籍
が
石
岡
市

の
人
は
不
要
）」
が
必
要
で
す
。

■
交
付
場
所

市
民
課
（
市
役
所
本
館
）

市
民
窓
口
課
（
八
郷
総
合
支
所
）

※
八
郷
総
合
支
所
で
受
取
希
望
の

人
は
、
前
日
の
午
前
中
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
交
付
時
間

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
臨
時
交
付

12
月
３
日
（
土
）・
11
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
臨
時
交
付
は
市
民
課
の
み
で

す
。

■
そ
の
他

　

次
の
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

＊
必
要
書
類
を
紛
失
し
た

＊
や
む
を
得
な
い
理
由
で
本
人
が

　

窓
口
に
来
ら
れ
な
い
（
病
気
、

　

障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
）

＊
申
請
し
た
け
れ
ど
、
不
要
な
の

　

で
取
り
や
め
た
い

＊
申
請
か
ら
２
か
月
以
上
経
つ
の

　

に
ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
８
６
）

▲マイナンバーカード　表面

▲裏面
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ま のち わ だ い 楽しい行事や新しい活動など、
　　身近な情報をお寄せください。

▲真っ先に、納豆に手をつけるのは、さすが石岡っ子

▲滑落した登山者を救助する訓練を行う消防隊員
　

９
月
12
日
、
東
京
石
灰
工
業
㈱
の

協
力
の
も
と
、
染
谷
地
区
に
あ
る
採

石
場
と
竜
神
山
登
山
道
で
、
石
岡
警

察
署
山
岳
警
備
隊
と
消
防
署
の
合
同

救
助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
８
月

の
山
の
日
に
合
わ
せ
、
管
内
に
山
岳

を
有
す
る
各
警
察
署
で
は
山
岳
警
備

隊
が
発
足
。
本
格
的
な
訓
練
は
今
回

が
初
め
て
。
震
度
６
強
の
揺
れ
で
、

採
石
場
の
作
業
員
が
砕
石
の
下
敷
き

に
な
り
、
竜
神
山
の
山
道
か
ら
登
山

者
が
滑
落
し
た
と
い
う
想
定
で
す
。

石
岡
警
察
署
の
信
太
警
備
課
長
は「
今

後
も
消
防
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

地震想定、警察と消防署の合同訓練大 転手さん、安全運転で行ってらっしゃい運

▲赤信号で停車したドライバーに啓発品を手渡し安全運転を呼び掛けます
　

９
月
21
日
、
石
岡
商
業
高
校
前
交

差
点
で
秋
の
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
石
岡
商

業
生
や
関
係
団
体
な
ど
73
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

９
月
29
日
に
は
石
岡
地
区
交
通
安

全
総
決
起
大
会
を
開
催
。
石
岡
・
小

美
玉
市
の
関
係
団
体
、
い
き
い
き
ク

ラ
ブ
な
ど
３
５
８
人
が
参
加
し
、
死

亡
事
故
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
今

後
も
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼

び
掛
け
て
い
こ
う
と
決
意
を
新
た
に

宣
言
。
腹
話
術
師
の
高
橋
利
子
さ
ん

と
相
棒
の
め
ぐ
ち
ゃ
ん
の
交
通
安
全

教
室
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲丸缶も角バットもすべて空！残飯もほとんど出ませんでした

　

石
岡
市
で
は
、
食
材
の
旬
と
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
、
毎
日

６
２
０
０
食
ほ
ど
の
学
校
給
食
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
１
日
の
市
民
の
日
を
記
念

し
、
９
月
29
・
30
日
は
、
普
段
よ
り

多
く
の
市
産
食
材
を
取
り
入
れ
た
献

立
の
給
食
で
し
た
。

「
残
さ
ず
食
べ
ま
し
ょ
う
。
い
た
だ

き
ま
す
！
」
の
号
令
で
勢
い
よ
く
食

べ
始
め
た
の
は
府
中
小
学
校
２
年
３

組
の
み
ん
な
。

　

栄
養
教
諭
の
黒
木
智
子
先
生
が

「
石
岡
は
、
本
当
に
色
々
な
種
類
の

果
物
や
野
菜
が
と
れ
る
場
所
。今
日
、

み
ん
な
が
食
べ
た
、
ご
飯
は
も
ち
ろ

ん
、
小
松
菜
や
も
や
し
、
ね
ぎ
、
み

そ
、
納
豆
も
全
部
、
石
岡
で
で
き
た

も
の
な
ん
だ
よ
」
と
話
す
と
感
心
し

た
様
子
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

野
菜
が
苦
手
な
子
が
、
サ
ラ
ダ
の

小
松
菜
を
一
口
だ
け
口
に
す
る
と
、

同
じ
班
の
子
た
ち
か
ら
「
す
ご
い
！

食
べ
ら
れ
た
ね
！
」
と
拍
手
が
起
こ

り
ま
し
た
。
今
ま
で
食
べ
ら
れ
な

か
っ
た
野
菜
。ほ
ん
の
一
口
で
す
が
、

そ
の
子
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
一
歩

で
す
。

「
自
分
で
食
べ
ら
れ
た
！
」
と
い
う

達
成
感
と
一
緒
に
、
石
岡
市
民
の
日

の
給
食
を
味
わ
い
ま
し
た
。

 部食べられた！という達成感も味わう、学校給食全
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▲大ホールにオーケストラの迫力ある生演奏の音が響きます ▲ 10代から 80代までが、おすすめの本を紹介し合います

　

８
月
27
日
、
ひ
ま
わ
り
の
館
で
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
（
書
評
大
会
）
石
岡

夏
の
陣
２
０
１
６
（
石
岡
市
社
会
福

祉
協
議
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
世
代
間
交
流
と
読
書
推
奨
の
目

的
で
、
５
分
間
で
自
分
が
お
も
し
ろ

い
と
思
っ
た
本
を
紹
介
、
観
覧
者
が

一
番
読
み
た
く
な
っ
た
本
に
投
票
し

て
優
勝
を
決
め
る
と
い
う
も
の
で

す
。
当
日
は
一
般
・
中
学
生
・
高
齢

者
の
３
部
門
４
人
ず
つ
計
12
人
が
、

熱
の
こ
も
っ
た
ス
ピ
ー
チ
で
観
覧
者

を
本
の
世
界
に
引
き
込
ん
で
、
一
冊

の
本
を
通
し
て
交
流
を
深
め
合
い
ま

し
た
。

本の魅力を伝え合う、ビブリオバトル

　

10
月
15
日
、
中
央
公
民
館
で
第
20

回
石
岡
市
芸
術
祭
「
お
し
ゃ
べ
り
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外

か
ら
４
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
有
志
の
市
民
が
、
身
近
に

本
物
の
芸
術
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
を

つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
で
始
ま
っ

た
も
の
で
、
今
年
で
20
年
目
を
迎
え

ま
す
。

　

今
回
は
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
指
揮

者
の
田
久
保
裕
一
さ
ん
、
ソ
プ
ラ
ノ

の
東
城
弥
恵
さ
ん
、
昨
年
に
引
き
続

き
Ｎ
響
団
友
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
招
い

て
、
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
作

品
を
中
心
に
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

秋 の夜長に楽しむクラシック音楽

住者×地元の人、一緒に地域の未来を考える。　第 5 回八
やっほうまつり

豊祭を開催移

　

稲
わ
ら
を
な
っ
て
、草
履
を
作
る
、

米
俵
を
作
る
。
身
近
に
あ
る
も
の
で

暮
ら
し
の
道
具
を
作
っ
て
い
た
、
少

し
昔
の
暮
ら
し
に
は
、
生
活
の
知
恵

と
生
き
る
技
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
ヒ
ン
ト
に
、
こ
れ
か
ら

の
暮
ら
し
を
考
え
る
お
ま
つ
り
「
第

５
回
八
豊
祭
」
が
10
月
16
日
、
朝
日

里
山
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主

催
は
、
移
住
者
を
中
心
と
し
た
20
～

40
代
の
市
民
グ
ル
ー
プ
。
５
年
前
の

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
こ

れ
ま
で
の
暮
ら
し
を
見
直
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

音
楽
ラ
イ
ブ
や
落
語
、
市
内
在
住

の
書
道
家
、
北
村
馬
骨
さ
ん
の
書
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
地
域
の
お
年
寄

り
に
教
わ
る
藁
な
い
の
ほ
か
、
今
年

は
、
群
馬
県
の
上
野
村
で
暮
ら
す
哲

学
者
の
内
山
節
さ
ん
を
招
い
た
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
か
つ
て
の

地
域
社
会
は
、
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
結
ば
れ
た
小
さ
な
共
同
体
が
多
数

集
ま
っ
て
で
き
て
い
た
が
、現
在
は
、

そ
の
関
係
性
が
途
切
れ
て
い
る
。
全

体
的
に
調
和
の
と
れ
た
『
関
係
性
』

を
再
構
築
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
内
容
の
講

演
に
市
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
２
０
０

人
近
く
の
人
が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

▲教える方も教わる方も一生懸命。見守る目が温かでした▲「地域のつながりをどう作り直すか」のヒントがありました
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　平
成
28
年
度

　石
岡
市
表
彰
式
・
市
民
の
日
記
念
行
事  

を
開
催

　

10
月
１
日
、
石
岡
市
民
の
日
を

記
念
し
て
、
石
岡
市
民
会
館
を
会

場
に
「
平
成
28
年
度 

石
岡
市
表

彰
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
政
功
労
や
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
ほ
か
、
社
会
福
祉
や
教
育
文
化

な
ど
各
分
野
で
、
多
年
に
わ
た
り

市
政
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
へ

の
表
彰
で
は
、
市
政
功
労
表
彰
12

人
、
自
治
表
彰
９
人
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
表
彰
２
組
、
感
謝
状
贈

呈
２
１
４
人
、
合
計
２
３
７
人
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
市
政
功
労
表
彰

【
元
市
議
会
議
員
】

　

前
島
守
雅　
　

久
保
田
健
一
郎

　

磯
部
延
久　
　

山
口
晟

　

鈴
木
米
造　
　

小
松
美
代
子

　

関
町
芳
弘　
　

大
和
田
俊
樹

　

川
井
貞
夫　
　

前
島
孝
元

　

川
村
良
一　
　

関
昭

■
自
治
表
彰

【
元
石
岡
市
長
】　

横
田
凱
夫

【
前
石
岡
市
長
】　

久
保
田
健
一
郎

【
元
副
市
長
】　　

菊
地
武
雄

【
元
市
議
会
議
員
】

　

菱
沼
一
夫　
　

藁わ
ら
し
な科
登

　

村
山
裕　
　
　

岡
野
佐
工

　

野
口
伸
隆　
　

岡
野
孝
雄

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
表
彰

　

東
の
辻
水
源
東
の
辻
二
部
自
治
会

　

ふ
る
さ
と
＂風＂
の
会

■
感
謝
状

【
社
会
福
祉
部
門
】　

１
１
４
人

【
教
育
文
化
部
門
】　

41
人

【
産
業
経
済
部
門
】　

２
人

【
市
政
協
力
部
門
】　

12
人

【
特
別
功
労
部
門
】　

23
人
22
団
体

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　

表
彰
終
了
後
に
は
、
各
分
野
で

活
躍
す
る
石
岡
に
縁
の
あ
る
方
々

が
新
た
に
ふ
る
さ
と
大
使
と
し
て

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
島

花
子
さ
ん
に
よ
る
市
民
の
歌
の
披

露
な
ど
、
市
民
の
日
を
記
念
し
た

催
し
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
ふ
る
さ
と
大
使
の
皆
さ
ん

（
平
成
28
年
委
嘱
）

石い
し
も
り
れ
い
こ

森
礼
子
さ
ん

［
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
］

オ
ニ
ツ
カ
サ
リ
ー
さ
ん　
［
歌
手
］

梶か
じ
た
に
ば
ん

谷
胖
さ
ん　
　
　
　
［
陶
芸
家
］

来く
る
す
ま
さ
ゆ
き

栖
正
之
さ
ん

［
毎
日
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
］

須す
だ
こ
う
た

田
幸
太
さ
ん［
プ
ロ
野
球
選
手
］

高た
か
だ
こ
ず
え

田
梢
枝
さ
ん

［
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
］

市政功労表彰

自治表彰

協働のまちづくり表彰

感謝状（社会福祉部門） （教育文化部門） （産業経済部門） （市政協力部門） （特別功労部門）

大島花子さん

梶谷さん

高田さん

石森さん

オニツカさん
広報いしおか 12 月１日号　№２６８　　１０　　　　　　　　



府
中
小
学
校　
（
６
年
生
）

　
「
み
ん
な
が
自
分
ら
し
く
生
き

る
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

座
を
行
い
ま
し
た
。
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
「
泣
く
な
ん
て
男
ら

し
く
な
い
」「
家
事
は
女
性
の
仕

事
」
な
ど
、
固
定
し
た
男
女
の
イ

メ
ー
ジ
で
決
め
つ
け
て
い
る
場
面

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
は
「
女
ら
し
さ
、
男

ら
し
さ
、
女
だ
か
ら
、
男
だ
か
ら

で
は
な
く
、
個
性
や
、
自
分
ら
し

さ
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
「
男
子
も
女
子
も

差
別
し
な
い
で
生
活
し
、
自
分
の

進
む
道
は
自
分
で
決
め
、
私
ら
し

く
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
」

と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

園
部
中
学
校
（
２
年
生
）

　
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
（
恋
人
同
士
や

親
し
い
異
性
の
間
で
の
暴
力
）」

を
テ
ー
マ
に
、
人
と
の
関
わ
り
方

を
学
ぶ
講
座
を
開
催
。　

「
殴
る
・
蹴
る
だ
け
が
暴
力
で
は

な
い
」「
互
い
の
関
係
性
に
よ
っ

て
、
暴
力
の
呼
び
方
が
変
わ
る
。

仲
間
同
士
な
ら
『
い
じ
め
』、
夫

婦
間
な
ら
『
Ｄ
Ｖ
』
の
よ
う
に
」

な
ど
寸
劇
を
交
え
た
講
座
に
真
剣

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど

で
の
些
細
な
言
葉
で
も
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
に
繋
が
る
と
聞
い
て
驚
い
た
。

自
分
も
相
手
も
傷
つ
く
こ
と
が
な

い
よ
う
に
行
動
し
た
い
」
と
い
っ

た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　市では、若い世代への啓発活動を行うことで
より効果的に男女共同参画に関する意識づくり
を行おうと、市内の小中学生を対象に出前講座
を実施しています。
　今年度は次の２校で行いました。

　

１月 31日までに

償却資産の申告をお願いします
固 定
資 産

■問い合わせ
税務課 
☎ 23-1111（内線 118）

　

償
却
資
産
と
は
、
個
人
ま
た
は
法
人
で
工

場
や
商
店
を
経
営
し
て
い
る
人
が
、
そ
の
事

業
の
た
め
に
用
い
る
構
築
物
、
機
械
、
装
置
、

工
具
、
器
具
・
備
品
な
ど
（
土
地
・
家
屋
を

除
く
）
で
す
。
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
で

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
１
月
31

日
（
火
） 

ま
で
に
申
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
こ
の
申
告
に
基
づ
き
平
成
29
年

度
の
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
を
算
出
し

ま
す
の
で
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人 

／

◉
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
で
事
業

を
営
ん
で
い
る
個
人
ま
た
は
法
人

◉
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
で
事
業

は
営
ん
で
い
な
い
が
、
事
業
用
の
償
却
資
産
を

貸
し
付
け
て
い
る
個
人
ま
た
は
法
人

申
告
期
限
／
１
月
31
日
（
火
） 

申
告
方
法
／
平
成
28
年
度
に
申
告
し
て
い
る

人
は
、
１
年
間
の
償
却
資
産
の
増
・
減
を
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
平
成
28
年
度

に
電
算
申
告
を
し
た
人
、事
業
を
始
め
た
人
、

新
た
に
申
告
す
る
人
は
、
１
月
１
日
現
在
所

有
し
て
い
る
償
却
資
産
す
べ
て
を
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

※
昨
年
申
告
の
あ
っ
た
人
に
は
、
12
月
中
旬

頃
に
申
告
用
紙
を
郵
送
予
定
で
す
が
、
新
た

に
申
告
す
る
人
、
申
告
用
紙
が
届
か
な
い
人

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ
政策企画課
☎ 23-1111（内線 224）

出前講座を開催しました
考えよう！

男 女

共 同

参 画
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5.5
時
間
③
７
時
間

時
給
／
９
２
０
円

応
募
方
法
／
①
採
用
は
面
接
の
上

決
定
し
ま
す
。

②
面
接
の
際
、
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
持
参
し
、
勤
務
可
能
な
期

間
、
希
望
す
る
勤
務
時
間
お
よ
び

仕
事
内
容
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

③
面
接
時
に
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
簡

単
な
実
技
試
験
を
行
い
ま
す
。

※
採
用
希
望
者
は
事
前
に
土
浦
税

務
署
総
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
／
１
月
31
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ

土
浦
税
務
署
総
務
課

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
１
１
０
０

※
音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
の
で

「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

普
通
第
一
種
圧
力
容
器
取
扱
作

業
主
任
者
技
能
講
習

▼
第
一
種
圧
力
容
器
取
扱
作
業
主

任
者
の
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

日
時
／
12
月
17
・
18
日
（
土
・
日
、

２
日
間
）

場
所
／
県
Ｊ
Ａ
会
館
（
水
戸
市
）

申
込
期
間
／
12
月
５
日
（
月
）
～

９
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

日
本
ボ
イ
ラ
協
会
茨
城
支
部

☎
０
２
９
・
２
２
５
・
６
１
８
５

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ

イ

ベ

ン

ト

茨
城
県
近
代
美
術
館
企
画
展

▼
奇
想
天
外
！
ア
ー
ト
と
教
育
の

実
験
場
。筑
波
大
学
総
合
造
形
展
。

期
間
／
１
月
29
日
（
日
）
ま
で

※
教
員
や
卒
業
生
の
作
品
を
紹
介

開
館
時
間
／
午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時
。
入
場
は
午
後
４
時
30
分

場
所
／
近
代
美
術
館

※
月
曜
お
よ
び
年
末
年
始
休
館
。

（
祝
日
開
催
、
翌
日
休
館
）

■
問
い
合
わ
せ　

県
近
代
美
術
館

☎
０
２
９
・
２
４
３
・
５
１
１
１

（
募
集
）

シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト
教
室
・

　ひ
ま
わ
り
体
操
教
室
参
加
者

▼
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
心
疾

患
が
な
く
、
医
師
か
ら
運
動
制
限

を
さ
れ
て
な
い
人
が
対
象
で
す
。

①
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト
教
室
（
肩
あ

ん
し
ん
教
室
）

日
時
／
１
月
６
・
13
・
20
・
27
日

（
金
・
全
４
回
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時

内
容
／
理
学
療
法
士
に
よ
る
肩
痛

予
防
を
目
的
と
し
た
軽
度
な
運
動

指
導

定
員
／
30
人
（
未
参
加
者
優
先
、

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
間
／
12
月
12
日
（
月
）
～

15
日
（
木
）

②
ひ
ま
わ
り
体
操
教
室

日
時
／
１
月
４
・
11
・
18
・
25
日
、

２
月
１
・
８
・
15
・
22
日
、
３
月
８
・

15
・
22
日
（
水
・
全
11
回
）
午
後

２
時
30
分
～
４
時

内
容
／
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

講
師
／
木
村
幸
子
先
生

定
員
／
40
人
（
未
参
加
者
優
先
、

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
間
／
12
月
６
日
（
火
）
～

９
日
（
金
）

※
①
、
②
と
も
参
加
費
無
料
、
場

所
は
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ

り
の
館
で
す
。
直
接
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

土
浦
税
務
署
の
非
常
勤
職
員

募
集
人
員
／
90
人

仕
事
内
容
／
事
務
の
補
助
、
確
定

申
告
会
場
で
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
補
助

採
用
期
間
／
平
成
29
年
１
月
10
日

（
火
）
～
３
月
31
日
（
金
）

勤
務
場
所
／
土
浦
税
務
署
ま
た
は

さ
ん
・
あ
ぴ
お

勤
務
時
間
／
午
前
８
時
45
分
～
午

後
５
時
の
う
ち
、
①
３
時
間
②

募

集

市内の月間交通事故件数【10/31 現在】
・発生件数　　 210 件　（-11）
・死 者 数　　　1 人　  （  0）
・負傷者数　　 283 人　（-12）
・物損事故　 1,546 件　（-16）
※（　）内は前年比
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110
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（
お
知
ら
せ
）

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
支
援

▼
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
の
影
響

が
大
き
い
中
小
企
業
、
小
規
模
事

業
者
へ
の
支
援
策
で
す
。

①
最
低
賃
金
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
無

料
相
談
（
県
最
低
賃
金
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
８
０
０
・
８
０
０
・
４
８
６
４

②
業
務
改
善
助
成
金
（
茨
城
労
働

局
雇
用
環
境 

均
等
室
）

☎
０
２
９
・
２
７
７
・
８
２
９
４

③
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
（
茨

城
労
働
局
職
業
対
策
課
）

☎
０
２
９
・
２
２
４
・
６
２
１
９

講
演
会
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
か
ら

学
ぶ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
」

日
時
／
12
月
15
日
（
木
）
午
前
10

時
～
11
時
30
分

場
所
／
千
代
川
公
民
館
（
下
妻
市

鬼
怒
２
３
０
）

講
師
／
上
村
知
佳
さ
ん
（
シ
ド

ニ
ー
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ

ス
ト
）

参
加
費
／
無
料

定
員
／
３
０
０
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立
下
妻
特
別
支
援
学
校（
髙
山
・

岩
見
）

☎
０
２
９
６
・
４
４
・
１
８
０
０

℻
０
２
９
６
・
４
３
・
９
１
７
４

お
得
で
す

「
い
ば
ら
き
高
齢
者
優
待
制
度
」

▼
県
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
に
、
料
金
割
引
な
ど
の

特
典
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

保
険
証
な
ど
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
っ

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

配
布
窓
口
／
市
役
所
高
齢
福
祉

課
、市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

支
所
市
民
窓
口
課

■
問
い
合
わ
せ

1
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
５
３
）

耕
作
放
棄
地
再
生
補
助
金

▼
荒
廃
し
た
農
地
を
再
生
し
、
５

年
間
耕
作
す
る
こ
と
を
条
件
に
補

助
し
ま
す
。
荒
廃
の
程
度
に
よ

り
国
の
交
付
金
５
万
円
／
10
ａ

（
集
約
化
要
件
を
満
た
す
場
合
に

は
６
万
円
／
10
ａ
）、
市
補
助
金

１
万
５
千
円
／
10
ａ
が
補
助
さ
れ

ま
す
。
市
補
助
金
の
み
利
用
の
場

合
３
万
円
／
10
ａ
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

2
農
政
課
（
内
線
１
１
４
６
）

石
岡
小
学
校
屋
内
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　臨
時
休
館

▼
水
抜
き
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

休
館
期
間
／
11
月
28
日
（
月
）
～

12
月
５
日
（
月
）

再
開
予
定
／
12
月
６
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ

石
岡
小
学
校
屋
内
温
水
プ
ー
ル

☎
２
３
・
１
０
８
８

お

知

ら

せ

▶ 12 月 29 日（木）から１月３日（火）
までの年末年始は、乗合いタウンメイ
トが運休となります。
　１月４日（水）の予約は、12 月 21
日（水）からになります。
　なお、乗車予約は、土日祝日・年末
年始を除く 5 日前から当日運行時刻
の 30 分前までになります。
　ご迷惑をおかけしますが、ご協力を
お願いします。
■問い合わせ
　市社会福祉協議会　☎ 22‒2411
　予約受付センター　☎ 23‒5500

利用駅のご案内

▶利用者の乗車場所から最寄りの
駅までとなります。
　石岡地区から乗車する人は、石岡駅・
高浜駅・神立駅を利用できます。
　八郷地区から乗車する人は、石岡駅・
高浜駅・羽鳥駅を利用できます。
■問い合わせ
　市社会福祉協議会　☎ 22‒2411

石岡市乗合いタウンメイトの
ご案内

年末年始の運休日
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1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

障
害
者
控
除
対
象
者
に

　
　
　認
定
書
を
交
付
し
ま
す

▼
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
認
定

書
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
／
介
護
を
要
す
る
人
、
ま
た

は
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
養
手
帳

な
ど
持
っ
て
い
な
い
65
歳
以
上

で
、
税
法
上
の
障
害
者
控
除
に
該

当
す
る
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
人

※
審
査
に
よ
り
認
定
す
る
の
で
該
当

し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法
／
対
象
者
の
介
護
保
険

証
と
認
め
印
を
持
参
し
て
、
市
役

所
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
支
所
市
民

窓
口
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
者
と
対
象
者
が
異
な
る
場

合
は
両
方
の
認
め
印
が
必
要
で

す
。
ま
た
認
定
書
は
後
日
郵
送
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

1
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
５
３
）

難
病
患
者
福
祉
見
舞
金
の

　
　
　
　手
続
き
は
お
早
め
に

▼
期
間
内
に
申
請
の
な
い
場
合
は

支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

対
象
／
10
月
１
日
現
在
、
市
内
在

住
の
難
病
患
者

見
舞
金
額
／
１
人
に
つ
き
年
額
３

万
円

必
要
書
類
／
①
石
岡
市
難
病
患
者

福
祉
見
舞
金
支
給
認
定
申
請
書

②
指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者

証
（
写
）
ま
た
は
当
該
疾
病
に
つ

い
て
継
続
し
て
治
療
を
要
す
る
こ

と
を
証
す
る
医
師
の
診
断
書

③
認
め
印

④
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
（
対
象

者
が
15
歳
未
満
の
場
合
は
保
護
者

名
義
の
口
座
）

申
請
期
限
／
平
成
29
年
３
月
31
日

（
金
）

※
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉

庁
日
は
除
く

■
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
８
３
）

2
市
民
窓
口
課
（
内
線
１
１
２
５
）

（
相
談
）

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

▼
土
浦
保
健
所
で
は
、
無
料
、
匿

名
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
、
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
す
。

日
時
／
毎
週
木
曜　

午
前
９
時
～

10
時
、
第
３
木
曜
は
午
後
５
時
～

７
時

※
結
果
は
本
人
へ
口
頭
で
お
伝
え

し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
土
浦
保
健
所
保
健
指
導
課

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
５
５
１
６

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

日
に
ち
／
12
月
６
・
13
日
（
火
）

場
所
／
関
東
信
越
税
理
士
会
土

浦
支
部
（
土
浦
市
中
央
一
丁
目

11-

19
）

※
事
前
予
約
制
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
部

☎
０
２
９
・
８
２
４
・
５
０
５
５

（
平
日
午
前
10
時
～
午
後
２
時
）

お

知

ら

せ

相

談

12 月４日から 10 日は人権週間
▶ 1948 年 12 月 10 日、国連総会で
世界人権宣言が採択されたのを記念
し、毎年 12 月 10 日人権デーと定め
ました。お互いに相手の立場を考え豊
かな人間関係をつくりましょう。
■問い合わせ　水戸地方法務局　
人権擁護課　☎ 029-227-9919

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
と

　
　

　
　
　
　
　
　し
尿
く
み
と
り

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
活
動
報
告

　

市
で
は
年
々
増
加
す
る
イ
ノ
シ

シ
な
ど
の
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て

被
害
対
策
へ
の
指
導
や
ワ
ナ
を
中

心
と
し
た
捕
獲
活
動
を
行
い
ま
し

た
。皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
捕
獲
活
動
実
績

期
間　

６
月
、８
月
（
２
か
月
間
）

隊
員
数　

32
人
（
市
内
猟
友
会
）

捕
獲
数　

イ
ノ
シ
シ
１
１
９
頭
、

カ
ラ
ス
２
９
３
羽
、
ハ
ク
ビ
シ
ン

３
頭

■
問
い
合
わ
せ　

2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
３
）
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年
末
年
始
の
ご
み
収
集
と

　
　

　
　
　
　
　
　し
尿
く
み
と
り

▼
ご
み
は
決
め
ら
れ
た
指
定
収
集

日
に
時
間
を
守
っ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。
年
末
は
自
己
搬
入
が
多
く

な
り
道
路
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

大
掃
除
は
早
め
に
済
ま
せ
、
指
定

日
に
集
積
所
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
自
己
搬
入
／

【
石
岡
地
区
】

日
時
／
12
月
28
日
（
水
）
午
後
４

時
30
分
ま
で

場
所
／
霞
台
厚
生
施
設
組
合
環

境
セ
ン
タ
ー
（
小
美
玉
市
高
崎

１
８
２
４
‐
２
）

☎
２
６
・
０
２
４
６

【
八
郷
地
区
】

日
時
／
12
月
28
日
（
水
）
午
後
４

時
30
分
ま
で

場
所
／
新
治
地
方
広
域
事
務
組
合

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
か
す

み
が
う
ら
市
上
佐
谷
31
‐
１
）

☎
５
９
・
４
６
４
９

▼
し
尿
の
く
み
取
り
は
、
早
め
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

【
石
岡
地
区
】

㈲
環
境
保
全
☎
２
４
・
３
１
０
６

㈲
城
東
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
２
６
・
５
２
４
４

石
岡
興
業
㈱
☎
２
３
・
４
１
４
９

㈲
石
岡
衛
生
☎
２
６
・
４
５
９
４

【
八
郷
地
区
】

㈲
城
東
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

石
岡
興
業
㈱
・
㈲
石
岡
衛
生

㈲
常
陸
☎
２
３
・
１
１
６
６

㈲
八
郷
衛
生
☎
４
４
・
０
１
５
１

小
松
崎
運
輸
㈲
☎
４
４
・
１
０
０
４

㈲
博
愛
社
☎
４
６
・
４
４
５
３

無
色
ビ
ン
と
ガ
ラ
ス
類
は

　
　
　
　
　
　
　違
い
ま
す
！

▼
「
無
色
び
ん
」
は
、
コ
ッ
プ
な

ど
の
無
色
透
明
の
食
器
類
や
板
ガ

ラ
ス
と
は
材
質
が
違
う
た
め
、
分

類
が
異
な
り
ま
す
。

　

収
集
さ
れ
た
ビ
ン
は
、
細
か
く

砕
か
れ
て
新
た
な
ビ
ン
や
建
築
・

園
芸
資
材
な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
を
効
率
良

く
行
う
た
め
に
は
、
色
別
に
出
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。ビ
ン
の
色
は
、

キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
た
口
元
の
色

で
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。
キ
ャ
ッ

プ
を
は
ず
し
て
中
を
す
す
ぎ
、
色

別
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ッ
プ
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
割
れ
物

（
ビ
ン
以
外
）

石
岡
地
区
／
陶
器
類

八
郷
地
区
／
不
燃
ご
み
・
カ
ン

※
八
郷
地
区
で
は
、
殺
虫
剤
や
化

粧
品
な
ど
の
薬
品
ビ
ン
は
「
不
燃

ご
み
・
カ
ン
」
に
分
別
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
４
４
）

2
総
務
課
（
内
線
１
３
３
７
）
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コース 年末最終日
収集品目

年始開始日
収集品目

石
岡
地
区

Ａコース（燃える
ごみ　月・木）

12 月 30 日（金）
電球

1 月 5 日（木）
燃えるごみ

Ｂコース（燃える
ごみ　火・金）

12 月 30 日（金）
燃えるごみ

1 月 6 日（金）
燃えるごみ

八
郷
地
区

林・小桜・高友・
金指・片野 12 月 27 日（火）

可燃ごみ

1 月 5 日（木）
その他ビン
カン 不燃ごみ

恋瀬・瓦会・長堀・
八重

1 月 6 日（金）
可燃ごみ
粗大ごみ

細谷・上青柳・下
青柳・原押越・加
生野・須釜・小幡・
葦穂・柿岡（新地）

12 月 27 日（火）
茶ビン

1 月 5 日（木）
可燃ごみ

柿岡（新地以外）
12 月 28 日（水）
茶ビン

1 月 4 日（水）
その他ビン
カン 不燃ごみ

張間・パセオパル
ケ・南山崎・園西・
宿山崎・柴間・富
士ハイランド

12 月 28 日（水）
カン・不燃ごみ

1 月 4 日（水）
無色ビン
粗大ごみ

上記以外の園部
12 月 28 日（水）
カン・不燃ごみ
粗大ごみ

1 月 4 日（水）
無色ビン

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



Ｔ
Ｂ
Ｇ
親
善
交
流
大
会

10
月
１
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

シ
ニ
ア
・
男
子
の
部

優

　勝
／
鈴
木
義
男

ゴ
ー
ル
ド
・
男
子
の
部

優

　勝
／
井
坂
光
男

シ
ニ
ア
・
女
子
の
部

優

　勝
／
青
木
清
子

ゴ
ー
ル
ド
・
女
子
の
部

優

　勝
／
生
天
目
い
つ
子

石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　本
部
長
杯
野
球
大
会

10
月
２
・
８
・
10
日
・
石
岡
運
動

公
園
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

優
　勝
／
石
岡
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

10
月
16
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

優

　勝
／
フ
ラ
ワ
ー
ズ

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優

　勝
／
三
友
ク
ラ
ブ

第
４
回
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
会
長
杯

　
　
　
　
　
　
　
　剣
道
大
会

10
月
10
日
・
海
洋
セ
ン
タ
ー

団
体
の
部

優

　勝
／
林
剣
道
教
室
Ａ

個
人
の
部

優

　勝
／
古
木
良
典

第
68
回
石
岡
地
方

　
　
　
　
　中
学
校
野
球
大
会

８
月
20
・
21
、
23
・
24
日
・
柏
原

野
球
場
・
染
谷
野
球
場

準
優
勝
／
府
中
中

第
50
回
石
岡
地
方

　中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

10
月
16
日
・
柏
原
野
球
公
園
テ
ニ

ス
場

男
子
の
部

優

　勝
／
林
・
高
松
組（
下
稲
吉
中
）

女
子
の
部

優

　勝
／
小
野
・
山
内
組
（
千
代

田
中
）

石岡運動公園　　　　　☎ 26-7210
八郷総合運動公園　　　☎ 43-6884
石岡海洋センター　　　☎ 23-5191
柏原野球公園管理事務所     ☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設　☎ 43-6884

結

　果

スポーツ
情報

　テーピングの目的は、軽度の外傷後の応急処
置だけでなくケガの予防や再発防止と幅広いも
のです。石岡市体育協会では、地域のスポーツ
指導者を対象に、10月 15日、石岡運動公園で
テーピング講習会を開催しました。およそ 70
人が参加し、ケガをしやすい部分を中心に、実
際に受講者自身の指と足首にテープを巻き指導
を受けました。

っておくべきスポーツテーピング。
スポーツ指導者向けの講習会を開催知 日本ユースサッカー選手権の

　　　　　　　　　関東大会に出場全

　10月 28日、石岡アセンブルフットボールク
ラブ（飯田秀正代表）のメンバーが、11月 5
日から行われる高円宮杯第 28回全日本ユース
サッカー選手権関東大会への出場報告に市役所
を訪れました。
　今年3月の試合から、地道に結果を出し続け
戦績を残し、県内 243 登録チームがある中で
４位の成績で関東大会へ。同チームは平成 18
年に石岡で設立されたクラブチームで中学 1~3
年生まで女子も含めて77人のメンバーが在籍。
「十分な練習環境を用意できない中で子どもた
ちは一生懸命やってきた」と飯田代表は話し
ます。「関東大会では、お世話になった人たち、
みんなのためにプレーしたい」とキャプテンの
羽成玲くん（城南中3年）は話しました。

▲東京有明医療大学の福田格さんによるテーピング指導 ▲ 3年間の集大成。気合いの入る石岡アセンブルＦＣのメンバー

ＦＯＵＣＵＳ！　スポーツに関する話題をお届け

▶ポイント
①ケガをした部位は治癒力が働き、癒着し動か
なくなる場合があります。3日以内に専門医へ。
②同じ動作を行うと、同じところをケガします。
ケガをした原因をみてもらい、運動プログラム
を見直すことも大切です。

際に受講者自身の指と足首にテープを巻き指導

▲3年間の集大成。気合いの入る石岡アセンブルＦＣのメンバー

スポーツ 

広報いしおか12月１日号　№２６８　　１６　　　　　　　　



■
特
定
健
康
診
査
受
診
券
の

　
　
　

    

有
効
期
限
は
１
月
31
日

▼
40
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
ま
だ
健

康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

４
月
に
発
行
し
た
「
特
定
健
康
診

査
受
診
券
」
で
医
療
機
関
で
の
健

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、特
定
健
康
診
査
の
結
果
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
が
必
要
な
人

に
は「
特
定
保
健
指
導
利
用
券（
結

果
説
明
会
の
ご
案
内
）」
を
発
送

し
て
い
ま
す
。特
定
保
健
指
導
は
、

自
分
で
で
き
る
メ
タ
ボ
解
消
を
実

行
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。
こ
の

機
会
に
自
分
で
で
き
る
健
康
づ
く

り
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は

お
済
み
で
す
か
？

▼
「
医
療
機
関
検
診
（
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん
）」
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
に
て
受
診
券
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
発
行
期
限
は
平
成
29
年
２

月
28
日
（
火
）
ま
で
で
す
。
受
診

券
の
有
効
期
間
は
発
行
日
か
ら
１

か
月
間
で
す
。

　

乳
が
ん
検
診
を
希
望
す
る
人
は

各
医
療
機
関
で
電
話
予
約
を
し
て

か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
出
で
く

だ
さ
い
。

　

受
診
券
の
有
効
期
間
を
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
期
限
の
延
長
が
で
き
ま

す
。

【
受
診
券
の
有
効
期
限
】

平
成
29
年
２
月
28
日
（
火
）
ま
で

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か
？

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

助
成
期
間
は
12
月
31
日
（
土
）
ま

で
で
す
。接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

期
間
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は

義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
９
月
下
旬
に
助
成
対
象
者
に

は
、予
診
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
高
齢
者
肺

炎
球
菌
を
接
種
す
る
場
合
の
間
隔

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
は
、
い
ず
れ
も
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
な
の
で
、
ど
ち
ら
を
先

に
接
種
し
て
も
６
日
以
上
あ
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
師
が
特
に
必
要
と
認

め
た
場
合
は
、
同
時
に
接
種
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

登
録
を

▼
白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
に
お

け
る
最
も
有
効
的
な
治
療
方
法
が

骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の
移
植
と

な
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
患

者
さ
ん
を
救
う
た
め
、
ド
ナ
ー
登

録
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
に
ち　

12
月
15
日
（
木
）

受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
45

分
、
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

国
府
地
区
公
民
館

※
同
会
場
で
移
動
献
血
も
開
催
し

て
い
ま
す
。

ド
ナ
ー
登
録
の
要
件

○
骨
髄
お
よ
び
末
梢
血
幹
細
胞
の

提
供
の
内
容
を
十
分
理
解
し
た
上

で
同
意
し
た
人

○
年
齢
が
18
歳
以
上
、
54
歳
以
下

で
健
康
な
人

※
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供

で
き
る
年
齢
は
20
歳
以
上
、
55
歳

以
下
と
な
り
ま
す
。

○
体
重
が
男
性
45
㎏
以
上
、
女
性

40
㎏
以
上
の
人

健 康
ガイド

健
（
検
）
診

石岡保健センター
☎ 24-1386　℻   24-4638 
八郷保健センター
☎ 43-6655　℻   44-1492

予
防
接
種

■育児の相談　
▶子育てに関する不安や悩み、
困っていることはありませんか。
一人で悩まずに保健センターへ
気軽にご相談くださ
い。随時、来所相談
も受け付けています。

【相談内容】
・近くに相談できる人がいない
・些細なことなので相談するの
   が恥ずかしい
・誰かに話を聞いてほしい
・地域の情報がほしい　など

■年長児親子向け歯科講演会
▶一生を自分の歯で暮らせるか
どうかは幼児期の歯の状態が大
きく影響しています。最初の永
久歯は６歳ごろに生えるため、
６歳臼歯とも呼ばれ食物を噛む
ことに最も重要な役割を果たし
ています。生涯使う永久歯の健
康を守るため、歯科講演会と
フッ素塗布を実施します。（要
予約）
日時　12月 27日（火）
　　　午後１時～３時 30分
会場　石岡保健センター
対象　市内在住の５歳～６歳の
年長児とその保護者
内容　歯科講演会「就学前に永
久歯をむし歯にさせないコツ」
・フッ素塗布
講師　あだち歯科医院 院長　
　　　足立 宗行先生
参加費　無料
定員　45組（先着）
申込方法　12 月２日（金）か
ら石岡保健センターへ直接また
は電話で申し込み。

　健康
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タウン
ミーティング
10 月５日開催　シリーズ 25　
秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 212）

団
体

石
岡
市
地
域
女
性
団
体

　
　

  

連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん

安
心
・
安
全
の

　
　
　
　ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

石
岡
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
（
以
下
地
女
連
）
で
は
、
市

内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
親
を
対

象
に
子
育
て
の
楽
し
さ
や
悩
み
を

話
し
合
う
場「
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
」

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
の

利
用
者
と
地
女
連
会
員
合
わ
せ
て

30
人
で
実
施
。
子
育
て
に
関
す
る

意
見
や
市
の
事
業
へ
の
提
言
な

ど
、
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

参加者から出された意見

・遊具などがあり、子ども連れの
親子が休めるスペースがある公園
が欲しい。
・すぐに入れる保育園は限られて
いて、潜在的には入園できない人
がいる。
・石岡運動公園のウォーキング
コースの水飲み場の整備が必要。
街灯に木の枝が覆いかぶさり暗
い。
・プラチナ応援事業のポイント付
与の仕組みが不公平に感じる。

市
長
日
記
32

11
月
８
日
（
火
）

自
ら
助
く
る
者
の
未
来

今
泉 

文
彦

　
　

文

　タウンミーティング

「
私
た
ち
な
ん
て
一
番
若
い
グ
ル
ー

プ
。
先
輩
方
に
は
素
晴
ら
し
い
ア

ス
リ
ー
ト
が
揃
っ
て
い
て
、
そ
の

努
力
の
凄
さ
に
は
驚
き
ま
す
」　

　

10
月
に
全
国
健
康
福
祉
祭
な
が

さ
き
大
会
の
水
泳
部
門
に
出
場

し
、
準
優
勝
・
３
位
と
い
う
見
事

な
結
果
を
出
し
た
松
井
幸
子
さ
ん

と
岩
原
房
子
さ
ん
が
、
市
長
室
へ

報
告
に
見
え
ま
し
た
。

「
70
歳
、
80
歳
の
先
輩
方
が
日
々

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
、
ホ
ン

ト
若
い
ま
ま
の
姿
で
年
齢
を
感
じ

さ
せ
な
い
ん
で
す
」
と
言
う
二
人

に
も
若
さ
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　

全
国
健
康
福
祉
祭
は
、
高
齢
者

の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
、
健
康
福
祉

の
祭
典
で
、
全
国
か
ら
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
競
技
者
が
集
い
交
流
す
る

祭
典
で
す
。
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

整
え
身
体
を
鍛
え
れ
ば
、
80
歳
に

な
っ
て
も
頭
脳
と
体
力
は
こ
こ
ま

で
維
持
で
き
る
と
い
う
お
手
本
が

こ
の
大
会
に
あ
り
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
様
々
な
種
目
で
全

国
レ
ベ
ル
の
選
手
が
い

て
、
最
近
で
は
全
日
本

シ
ニ
ア
体
操
選
手
権
で

優
勝
し
た
清
水
満
さ
ん

の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
ゴ
ル

フ
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
、

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
な
ど
の

分
野
で
も
60
歳
以
上
の

方
々
の
活
躍
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。

「
天
は
自
ら
助
く
る
者

を
助
く
」
の
言
葉
ど
お

り
、
努
力
す
る
者
に
自

ず
と
結
果
が
つ
い
て
く

る
の
で
し
ょ
う
。

　

市
が
３
年
前
に
始
め
た
「
生
涯

現
役
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
プ
ラ
チ

ナ
応
援
カ
ー
ド
は
、
５
0
0
0

人
も
の
高
齢
者
が
活
用
し
て
い
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
や

公
民
館
講
座
へ
の
参
加
に
よ
っ

て
、
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
買
い
物

や
温
泉
ゆ
り
の
郷
の
利
用
な
ど
が

で
き
、
生
き
が
い
づ
く
り
・
健
康

づ
く
り
は
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
４
月
か
ら
は
、
も
っ
と
便

利
に
楽
し
く
使
え
る
よ
う
、
き
め

細
か
な
運
用
方
法
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

「
と
こ
ろ
で
市
長
さ
ん
は
、
何
か

運
動
は
し
て
い
ま
す
か
」
若
々
し

い
二
人
の
女
性
ス
イ
マ
ー
に
質
問

さ
れ
、
言
葉
に
詰
ま
り
ま
し
た
。

何
し
ろ
こ
こ
数
年
は
、
球
技
で
い

え
ば
ピ
ン
ポ
ン
か
ら
ス
イ
カ
割
り

ま
で
丸
い
物
に
は
触
っ
た
こ
と
が

な
く
、
ネ
コ
の
う
め
吉
と
の
散
歩

ぐ
ら
い
し
か
身
体
を
動
か
し
て
い

ま
せ
ん
。

「
今
後
、
や
る
よ
う
に
い
た
し
ま

す
」
絞
り
出
し
た
私
の
答
え
に
、

二
人
は
健
康
的
な
笑
顔
を
見
せ
ま

し
た
。

▲ 11月8日、市長に入賞の報告をした松井さん（左）と岩原さん
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　ジオパーク

岩
屑
が
流
れ
出
し
た
山
麓
が
見

え
、
筑
波
山
の
成
り
立
ち
が
う
か

が
え
る
。

　

女
体
山
か
ら
下
れ
ば
筑
波
高
原

キ
ャ
ン
プ
場
を
経
て
つ
つ
じ
ヶ
丘

に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
つ
て

の
氷
河
期
を
教
え
て
く
れ
る
ブ
ナ

の
森
を
、
ス
ズ
タ
ケ
を
く
ぐ
っ
て

下
る
と
、
南
面
と
違
っ
て
常
緑
広

葉
樹
が
少
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。

防
火
帯
跡
（
❼
）
は
ス
ズ
タ
ケ
も

な
い
森
で
、
春
に
は
カ
タ
ク
リ
な

ど
を
鑑
賞
で
き
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
か

ら
東
は
な
だ
ら
か

な
林
道
が
続
く
。

林
道
沿
い
に
指
で

容
易
に
崩
せ
る
風

化
し
た
花
こ
う
岩

が
見
え
る
（
❽
）。

鎖
を
く
ぐ
っ
て
林

道
を
進
み
、
路
傍

の
野
草
を
楽
し
み

な
が
ら
歩
く
。
林

道
の
終
点
か
ら
は

再
び
山
道
だ
。
最

初
の
沢
は
尾
根
由

来
の
白
っ
ぽ
い
岩

が
多
い
。
広
い
斜

面
は
大
き
な
岩
塊

が
た
く
さ
ん
あ
り
、

尾
根
か
ら
崩
れ
て
き
た
岩
塊
が
緩

斜
面
を
作
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
（
❾
）。
こ
の
斜
面
は
国
民
宿

舎
の
建
つ
斜
面
に
続
く
。
最
後
の

沢
の
石
は
黒
っ
ぽ
い
も
の
が
多

い
。
岩
塊
や
土
で
覆
わ
れ
た
筑
波

山
の
内
部
を
暗
示
す
る
情
報
だ
。

明
治
末
か
ら
の
植
林
が
あ
る
森

林
総
合
研
究
所
の
試
験
林
（　

 

）

で
は
様
々
な
林
業
の
実
験
が
行
わ

れ
て
い
る
。
林
道
の
終
点
の
静
か

な
林
か
ら
は
、
す
ぐ
に
賑
わ
う
つ

つ
じ
ヶ
丘
駐
車
場
に
至
る
。

第 8 回（最終回）
ふるさとの山に抱かれて

▲筑波山案内図

いしおかの
大地を歩く

　

江
戸
時
代
に
幕
府
の
援
助
が
入

る
と
、
南
側
の
北
条
か
ら
の
道
が

栄
え
る
が
、
西
の
椎
尾
、
北
の
羽

鳥
、東
の
小
幡
の
登
り
口
が
あ
り
、

古
代
は
国
府
に
向
い
た
小
幡
が
正

面
だ
っ
た
。
筑
波
山
の
山
裾
に
か

か
る
十
三
塚
（
❶
）
は
風
返
峠
を

越
え
る
街
道
の
宿
場
で
、
小
幡
宿

を
補
っ
た
。
筑
波
山
周
辺
に
は
冬

に
山
腹
が
温
暖
な
所
が
あ
り
、
現

在
は
斜
面
の
集
落
の
周
囲
は
果
樹

で
名
高
く
、
カ
キ
や
ミ
カ
ン
が
栽

培
さ
れ
る
。
十
三
塚
は
冷
え
た
空

気
が
谷
底
に
溜
ま
り
気
温
が
下
が

る
た
め
リ
ン
ゴ
の
栽
培
も
可
能
な

珍
し
い
場
所
で
あ
る
。

　

風
返
峠
（
❷
）
ま
で
は
白
い
花

こ
う
岩
が
露
出
す
る
。
つ
つ
じ
ヶ

丘
へ
の
ル
ー
プ
橋
は
急
な
斜
面
に

道
を
つ
け
る
工
夫
で
、
こ
の
上
は

硬
い
は
ん
れ
い
岩
の
分
布
域
と
な

る
。
つ
つ
じ
ヶ
丘
か
ら
は
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
で
６
分
で
山
頂
に
至
る
。

登
山
道
を
た
ど
れ
ば
、
駐
車
場
を

見
下
ろ
す
頃
に
は
割
れ
目
が
目
立

つ
黒
っ
ぽ
い
岩
石
が
あ
る
（
❸
）。

周
囲
は
茅
場
の
名
残
で
草
原
性
の

野
草
が
多
い
。サ
ワ
ラ
の
植
林
地
、

シ
デ
の
森
を
た
ど
る
と
弁
慶
茶
屋

跡
（
❹
）
に
出
る
。
こ
の
辺
り
は

中
世
の
聖
天
院
跡
だ
。
落
ち
そ
う

で
落
ち
な
い
弁
慶
七
戻
り
を
く
ぐ

る
と
山
頂
へ
の
道
で
あ
る
。
江
戸

時
代
の
筑
波
詣
で
は
、
現
在
の
筑

波
山
神
社
の
位
置
に
あ
っ
た
中
禅

寺
を
参
拝
し
て
か
ら
山
頂
で
二
神

を
拝
し
、
神
仏
世
界
を
模
す
奇
岩

を
巡
っ
て
胎
内
く
ぐ
り
で
生
ま
れ

変
わ
れ
ば
、
神
住
む
高
天
原
。
石

門
と
も
呼
ば
れ
た
弁
慶
七
戻
り
を

く
ぐ
れ
は
俗
世
に
戻
る
道
、
い
わ

ば
神
仏
世
界
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で

あ
っ
た
。

　

七
戻
り
や
胎
内
く
ぐ
り
周
辺
の

岩
は
妙
に
白
い
。
こ
れ
は
白
い
鉱

物
（
長
石
）
が
た
い
へ
ん
多
い
は

ん
れ
い
岩
で
、
鉱
物
も
粗
く
岩
に

大
ぶ
り
の
割
れ
目
が
入
る
。
女
体

山
ま
で
似
た
岩
石
が
続
き
、
岩
塊

が
割
れ
目
で
ず
り
落
ち
て
様
々
な

奇
岩
を
作
っ
て
い
る
。
長
石
が
多

い
岩
は
や
や
軟
質
で
登
山
者
の
靴

底
で
岩
角
が
丸
く
な
る
。

　

女
体
山
頂
（
❺
）
で
は
広
大
な

関
東
平
野
と
遠
く
の
山
々
、
八
郷

盆
地
を
囲
む
筑
波
山
地
域
の
眺
望

が
楽
し
め
る
。
相
対
す
る
男
体
山

（
❻
）
は
黒
い
鉱
物
が
多
く
、
よ

り
鉱
物
が
細
か
く
割
れ
目
も
密
に

入
る
。
岩
角
が
立
っ
て
山
も
険
し

い
。
女
体
山
か
ら
望
め
ば
岩
が
作

る
山
頂
、
岩
塊
が
重
な
る
山
腹
、

10

祝・筑波山地域ジオパーク！

　霞ヶ浦と共に、郷土の象徴として筑波山は校歌に広く歌われる。
万葉の昔以前から、人々の心をとらえ、二つの山頂が男女一対の
神とされたのもごく自然のことなのだろう。
　また見る場所によりその姿を変えることも魅力の一つである。

文：環境省委嘱自然公園指導員　矢野徳也
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ふ
る
さ
と
風
の
会

・ 

文
庫
展

・
こ
と
ば
絵
同
好
会
展

・
兼
平
智
恵
子
が
描
く
歴
史
絵
展

期
間
／
12
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
７
日（
水
）

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
展

▼
ち
り
め
ん
小
物
・
ア
ク
セ
サ

リ
ー
・
髪
飾
り
・
シ
ー
ズ
ン
オ
ー

ナ
メ
ン
ト
・
と
ん
ぼ
玉
な
ど
手

づ
く
り
が
大
好
き
な
作
家
た
ち

が
奏
で
る
作
品
展
で
す
。

期
間
／
12
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
21
日（
水
）

12 月のコミュニティ

－協働で取り組む現場から－
レポートNo.18

やさと茅葺き屋根保存会

■問い合わせ　観光課
☎ 43-1111（内線 1134）

ギャラリー

つ
て
集
落
に
は
茅
場
と

呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
り

ま
し
た
。
集
落
の
家
々

が
屋
根
を
葺
き
替
え
る
た
め
の
ス

ス
キ
を
刈
る
所
で
す
。
大
人
の
背

丈
以
上
に
伸
び
た
ス
ス
キ
を
刈

り
、
抱
き
つ
く
よ
う
に
し
て
束
ね

た
も
の
が
よ
う
や
く
一
束
。
馬
が

一
気
に
運
べ
た
の
が
６
束
な
の
で

そ
れ
を
一
駄
と
数
え
ま
す
。

　

材
料
を
集
め
る
だ
け
で
も
一
苦

労
。
か
つ
て
屋
根
の
葺
き
替
え
は

「
結
い
」
と
呼
ば
れ
る
集
落
の
共

同
作
業
で
し
た
。
し
か
し
時
代
と

と
も
に
、
茅
葺
き
屋
根
が
減
っ
て

い
く
と
、
こ
の
「
結
い
」
の
作
業

も
な
く
な
り
ま
す
。

　

茅
葺
き
屋
根
の
あ
る
風
景
は

「
日
本
の
里
山
１
０
０
選
」
に
も

選
ば
れ
、
石
岡
の
魅
力
を
形
づ
く

る
貴
重
な
地
域
資
源
。
地
域
の
歴

史
を
見
守
っ
て
き
た
茅
葺
き
民
家

を
守
っ
て
い
こ
う
と
、
11
年
ほ
ど

前
か
ら
保
存
会
で
は
一
般
サ
ポ
ー

タ
ー
を
募
集
し
、
毎
年
12
月
に
茅

刈
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

助
け
合
い
な
が
ら
地
域
で
暮
ら

す
「
結
い
」
の
精
神
が
見
直
さ
れ

て
い
る
今
、
茅
葺
き
屋
根
を
守
っ

て
い
く
こ
と
に
は
屋
根
を
守
る
以

上
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
▲訪れた人が「ほっとする」そう言ってくれる
のが嬉しい。たくさんの思い出が詰まった場所
なんだとある家主は話します

地域の元気の
出発点

開館時間 ／午前 10時～午後８時
休館日／木曜日（年末年始は、
12月 29日木～１月５日木）
※まちかど情報センター駐車場
（向かい側）・臨時駐車場（土橋通
り）をご利用ください。
問い合わせ　☎ 27-5171

まちかど
情報センター
ニュース

▲今年も 12月にボランティアを募集して茅刈
りを行う予定です

仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ

日
時
／
12
月
２
・
９
日
（
金
）

午
前
10
時~

正
午
・
午
後
１
時

〜
３
時
・
午
後
３
時
〜
５
時

資
料
代
／
５
０
０
円

パソコン教室

ハ
ワ
イ
ア
ン

　

　
　
　フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

日
時
／
12
月
11
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
か
ら

出
演
／
ハ
ラ
ウ
・
フ
ラ
・
オ
・

ア
ロ
ハ
ラ
ニ

▼
園
芸
品
や
新
鮮
野
菜
な
ど

を
販
売
。
出
店
者
募
集
中
。

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所
／
香
丸
・
中
町
・
御
幸

通
り
の
参
加
店
前
・
ま
ち
か

ど
情
報
セ
ン
タ
ー

▼
新
鮮
野
菜
や
手
づ
く
り
品

の
販
売
。
出
店
者
募
集
中
。

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　
（
今
月
は
７
日
）

心
と
体
の
健
康
相
談

　

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時

30
分
〜
午
後
１
時

折
り
紙
教
室

　17
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

ち
り
め
ん
小
物

　第
１
・
３

土
曜
日　

午
後
１
時
か
ら

サ ン ド 市

散
歩
の
つ
い
で
に
、
血
圧
を
測

り
に
来
ま
せ
ん
か
？
お
茶
と
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
気
持
ち
が

健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
よ
！

▶歴史をテーマに自由に話しま
しょう！（参加自由・予約不要）
日時／ 12 月 12・26日（月）
　　　 午後 2時 ~4 時

歴まちフリーカフェ

ど
情
報
セ
ン
タ
ー

まちかどバザール
今月は 17 日。
新鮮野菜を持って
行くよー！

まちかど音楽祭

みんなのひろば　

広報いしおか12月１日号　№２６８　　２0　　　　　　　　



探訪まち

▶『マンホールカード』は、
ふたの写真・位置情報・デ
ザインの由来などが記載さ
れたカードです。

配布開始／ 12 月 2日（金）
午前 10 時 30 分から
配布場所／まち蔵藍
（石岡市国府３丁目５－６）
休業日／木曜日・12月 29
日~1月 1日
電話番号／ 23-8723

水戸市・つくば市に続き、県内３市目

石岡市オリジナル
マンホールカードをゲットしよう

！

たまには足元に視線を落として歩いてみよう！
　なんにもないと思っていたところに、
　　新たな発見があることも。
　　　例えば、ほら。
　　　　デザイン性あふれるマンホールのふた。
　　　　　おもしろいものは、
　　　　　　意外に身近にあるのかも。

ＣＬＥＡＲ！ＣＬＥＡＲ！マンホールカードをゲット！

段は、足元に埋まっていて意識しない下水道。しかし、
汚水をきれいにしてから河川に戻すという環境を守る大

切な役割を担っています。もっと下水道への関心をもってもら
おうと、平成 28 年 4 月 1 日、全国 28 自治体か
ら第一弾が発表された「マンホールカード」。各
自治体の地域性あふれるマンホールのカードコレ
クションに石岡市も仲間入りしました。
　12月 2日からまち蔵藍で、配布を開始します。

▶マンホールは、man（人）と
hole（穴）の組み合わせ。ふた
が丸いのは、四角だと角度に
よっては内部に落ちてしまうた
め。マンホールを開けると下水
道が通っています。
　ふたは、車や重いものが載っ
ても耐えられるように鉄ででき
ていて雨の時でも滑りにくいよ
うに表面に凹凸があります。

下水道トリビア　その 1

マンホールぶたのヒミツ
▶下水道の発祥は 4,000 年前に
古代インドやメソポタミア（現
イラク）と言われています。日
本は、し尿などを農作物の肥料
にしていたため、汚物を河川に
直接流すことは少なく不衛生な
状態になりませんでしたが、明
治に入り、都市に人口が集中し
たため、1884年（明治 17年）に、
初めての近代下水道「神田下水」
（東京）が整備されました。

下水道トリビア　その 2

下水道のはじまり

下水道トリビア　その 3

石岡のマンホールぶた
絵柄▶石岡地区の幌獅子と、
　　　八郷地区の山百合の２種類
直径▶およそ 60㎝
重さ▶およそ 40kg

■問い合わせ　
　下水道課
　☎ 43-1111
　（内線 1225）

普

マンホールを見つけに、まちに出よう！

石
岡
駅

まち蔵
藍

まちかど
情報
センター

看
板
建
築
群

他にもカラーマ
ンホールがある
かも！
まちなかを歩い
て見てみよう！

※配布場所はまち蔵藍のみ、手渡しによる配
布になります。

石岡地区 八郷地区

　みんなのひろば

　　　　　　　　２１　　広報いしおか12月１日号　№２６８

金刀比羅
神社　  ★

ここにカラー
マンホールが
あるよ！

「あ、お父さん
　カラーマンホール見つけたよ！
　　　　　写真撮ってあげるね」



文化　

図書館
つうしん

■問い合わせ
中央図書館　☎ 24-1507
ＨＰ http://lib.city.ishioka.lg.jp

時の
記憶

シリーズ 131
文化振興課
☎ 43-1111（内線 1324）

分
か
り
や
す
い
瓦
塚
の
話
③

　﹁瓦
塚
の
操
業
の
開
始
﹂

　

今
月
号
も
部
原
地
区
に
存
在
す

る
「
瓦
塚
窯
跡
」
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は「
瓦
塚
の
操
業
の
開
始
」

に
つ
い
て
で
す
。

　

瓦
塚
窯
跡
で
は
主
に
常
陸
国
府

で
葺ふ

か
れ
る
瓦
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ

に
先
だ
っ
て
古
墳
時
代
の
須
恵
器

を
焼
い
て
い
た
窯
跡
も
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
須
恵
器
と
は
５
世
紀

に
朝
鮮
半
島
よ
り
技
術
が
伝
わ
っ

た
と
さ
れ
る
焼
物
の
こ
と
で
、
常

陸
国
に
は
７
世
紀
か
ら
作
ら
れ
始

め
ま
す
。
瓦
塚
で
確
認
さ
れ
た
窯

跡
も
遺
物
の
形
か
ら
７
世
紀
の
も

の
と
さ
れ
、
県
内
で
確
認
さ
れ
た

窯
跡
と
し
て
は
古
手
の
も
の
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
瓦
塚
窯
跡
の
５
０
０
ｍ

ほ
ど
東
側
に
兜
塚
古
墳
と
い
う
古

墳
が
か
つ
て
存
在
し
、
明
治
時

代
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
古
い
調
査
で
あ
る
た
め
不

明
確
な
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、

記
録
を
み
る
と
板
石
で
造
ら
れ

た
石
室
に
玉
類
と
武
具
・
馬
具

と
い
っ
た
豪
華
な
副
葬
品
が
確

認
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
最
近
の

研
究
の
成
果
で
は
石
室
の
形
な

ど
か
ら
７
世
紀
の
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
須
恵
器
は
野
焼
き
で

作
ら
れ
る
土
器
よ
り
は
高
い
技

術
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
一
般

的
に
や
や
高
級
な
器
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
瓦
塚

窯
跡
に
お
け
る
窯
の
操
業
は
地

元
に
い
た
先
進
的
な
有
力
豪
族

に
よ
り
開
始
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
す
。

▲出土した須恵器

　

図
書
の
有
効
活
用
の
一
環
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
除
籍
し
た

本
を
無
償
で
提
供
し
ま
す
。
今
年

は
「
中
央
公
民
館
ま
つ
り
」
の
会

場
で
行
い
ま
す
。
冊
数
に
制
限
は

な
い
の
で
、
持
ち
帰
り
用
の
袋
を

ご
持
参
の
上
、
お
出
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
３
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

中
央
公
民
館 

相
談
室

対
象　

市
内
在
住
の
人
、
広
域
利

用
協
定
市
町
在
住
の
人

※
住
所
を
確
認
で
き
る
も
の
（
保

険
証
、
運
転
免
許
証
、
学
生
証
、

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
図
書
に
余
裕
が
あ
る

時
は
、
対
象
の
制
限
な
く
翌
日
４

日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

に
も
行
い
ま
す
。

中
央
図
書
館
わ
き
駐
車
場
が

利
用
停
止
に
な
り
ま
す

　
（
仮
称
）
こ
ど
も
図
書
館
の
建

設
の
た
め
、
中
央
図
書
館
わ
き
の

駐
車
場
・
駐
輪
場
が
利
用
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
指
定
場

所
に
お
願
い
し
ま
す
。
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

駐
車
場　

い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広

場
内
駐
車
ス
ペ
ー
ス
（
図
書
館
側

中央図書館 ２階
ボランティア室

《12 月のおはなし玉手箱》
・３日（土）　　
午前 10 時 30 分から

《12 月のひよこのおはなし会》
・８日（木）　    
午前 10 時 30 分から

《12 月のおはなし会》
・17日（土）       
午前 10 時 30 分から
中央公民館

《12 月のおはなしフレンズ》
・10日（土）        
午後２時 30 分から
※赤ちゃんから大人まで
誰でも参加できます

（30 分程度）

12月の
休館日

楽しいおはなし会
図
書
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

道
路
寄
り
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

駐
輪
場　

中
央
図
書
館
玄
関
前
指

定
場
所

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

　

中
央
図
書
館
・
各
公
民
館
図
書

室
は
次
の
期
間
休
館
で
す
。

中
央
図
書
館

　

12
月
29
日
～
１
月
４
日

中
央
公
民
館
図
書
室

　

12
月
28
日
～
１
月
４
日

東
・
城
南
地
区
公
民
館
図
書
室

12
月
26
日
～
１
月
４
日

※
休
館
中
に
本
・
Ｃ
Ｄ
な
ど
を
返

却
す
る
場
合
は
、
玄
関
脇
に
あ
る

「
返
却
ポ
ス
ト
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
Ｃ
Ｄ
付
き
の
図

書
は
壊
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
返
却
ポ
ス
ト
に
は
入
れ
ず
開

館
日
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返

し
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

貸
出
期
間
を
延
長
し
ま
す

　

12
月
15
日
（
木
）
～
28
日
（
水
）

ま
で
の
間
は
、
貸
出
期
間
を
３
週

間
に
延
長
し
ま
す
。（
雑
誌
は
除
く
）

広報いしおか 12 月１日号　№２６８　　２２　　　　　　　　

 ５日
12 日
19 日
22 日
26 日
29 ～ 31 日



　文化

俳
句

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文芸
いしおか

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

部　

原　

久
保
田
好
子

秋
風
や
涸
沼
に
荒
き
波
の
皺

北
府
中　

高
木　

忠
雄

光
る
帆
の
捉
え
し
秋
の
風
の
道

東
光
台　

森　

ま
さ
え

秋
風
の
吹
け
ば
淋
し
き
沼
の
色

東
光
台　

野
村　

洋
子

荒
波
に
目
線
そ
ろ
へ
て
鴨
渡
る

総　

社　

山
口
美
津
子

晩
秋
や
か
つ
て
忙
し
き
舟
溜
り

や
さ
と
俳
句
会

瓦　

谷　

國
谷　

南
風

ふ
れ
合
ひ
て
温
も
り
も
あ
り
文
化
祭

川　

又　

川
又　

渓
二

十
月
の
了
ひ
の
冷
気
肌
に
受
く

吉　

生　

土
佐　

汀
風

神
事
い
ま
始
ま
る
太
鼓
菊
の
宮

石
岡
短
歌
同
好
会

池
の
台　

蒲
生　

康
男

故
郷
の
墓
の
管
理
の
な
し
難
く
住

む
地
に
移
す
墓
誌
の
重
さ
よ

若　

松　

酒
匂
川
孝
治

夕
焼
け
の
消
え
つ
つ
灯
り
点
り
ゆ

く
そ
れ
ぞ
れ
の
家
そ
れ
ぞ
れ
の
幸

国　

府　

高
松　
　

忠

陽
に
あ
て
し
布
団
を
た
た
く
音
響

く
日
曜
の
午
後
歌
も
聞
こ
え
る

北
府
中　

友
部　

澄
子

の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
枯
れ
し
つ
つ
じ
に
か

ら
ま
り
て
あ
ざ
や
か
に
咲
く
八
月
の
庭

上　

曽　

岡
野　
　

衛

解
き
ほ
ぐ
す
熱
き
包
容
大
統
領
核

廃
絶
を
広
島
か
ら
発
つ

八
郷
短
歌
会片　

野　

小
野
瀬
も
と

隣
屋
の
塀
ご
し
に
咲
く
さ
る
す
べ

り
白
と
ピ
ン
ク
の
色
美
し
き

山　

崎　

鈴
木　
　

菫

木
犀
の
香
り
が
す
る
ね
と
息

こ
子
は

言
う
も
わ
が
嗅
覚
の
衰
え
を
知
る

山　

崎　

西
口
は
ま
子

「
美
し
き
青
き
ド
ナ
ウ
」
の
余
韻
引

く
コ
ン
サ
ー
ト
の
帰
路
満
月
蒼あ

を

し

石
岡
俚
謡
会貝　

地　

前
島
く
に
子

嬉
し
寂
し
い　

バ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド

　
　

父
の
瞳
は　

涙
雨

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

虫
の
鳴
く
音
に　

思
い
を
馳
せ
て

　
　

恋
の
文
読
む　

秋
夜
中

府　

中　

小
川
野　

蛙

あ
や
す
私
の　

笑
顔
が
映
る

　
　

黒
く
濡
れ
て
る　

児
の
瞳

国　

府　

島
田
雪
う
さ
ぎ

あ
の
日
別
れ
た　

記
憶
が
消
え
ぬ

　
　

胸
に
納
め
て　

忍
ぶ
恋

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

水
に
浸
か
っ
た　

泥
田
の
稲
が

　

負
け
ず
元
気
に　

立
ち
上
が
る

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

赤
い
友
禅　

着
物
が
か
わ
い

　
　

無
口
お
澄
ま
し　

七
五
三

下　

林　

白
井
冨
喜
江

秋
の
稲
穂
に　

台
風
そ
れ
て

　
　

老
い
の
汗
に
も　

笑
み
の
幸

府　

中　

稲
田　

す
み

稲
を
手
に
持
ち　

重
み
に
ニ
コ
リ

　
　

今
年
平
年　

並
み
の
出
来

●
八
郷
写
真
ク
ラ
ブ

八
郷
写
真
ク
ラ
ブ
写
真
展

期
間　

12
月
12
日
（
月
）
～
18
日

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分
（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所　

八
郷
総
合
支
所
１
階
多
目

的
ホ
ー
ル
「
郷
の
風
」

■
問
い
合
わ
せ

　佐
々
木

☎
４
３
・
０
７
３
４

文
化
協
会
会
長　

内
山　

侑
一

　

今
年
も
石
岡
市
文
化
協
会
の
行

事
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
す
「
第
49

回
石
岡
市
文
化
祭
」
が
盛
会
を

も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
各
団
体
の
自
主
活

動
も
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
成
果
を

上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
支
援
の
お
か
げ
と
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
当
協
会
に
ご
支
援
ご

協
力
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

文
化
協
会
だ
よ
り

幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
祭
り友

部　

澄
子

　

リ
オ
五
輪
、
高
校
野
球
甲
子
園

と
、
今
年
の
夏
は
老
い
就づ

く
我
ら

に
も
活
気
を
も
た
ら
し
て
く
れ

た
。
そ
し
て
秋
。
楽
し
い
祭
り
が

や
っ
て
き
た
。
此こ

こ所
の
正
し
ょ
う
じ
ょ
う
じ

上
内
の

祭
り
は
歴
史
が
浅
い
と
聞
く
。

　

だ
が
、
そ
の
内
容
は
素
晴
ら
し

い
。
足
腰
の
脆
く
な
っ
た
我
々
に

は
市
中
の
祭
り
見
物
は
無
理
と
い

う
も
の
で
、
地
域
の
祭
り
は
有
り

難
く
幸
せ
に
思
っ
て
い
る
。
祭
り

の
２
日
目
に
は
地
域
の
高
齢
者
を

招
待
し
て
く
だ
さ
っ
て
大
変
な
お

お
て
な
し
を
受
け
、
感
激
を
新
た

に
し
て
い
た
。

　

や
が
て
、雨
の
そ
ぼ
降
る
中
を
、

幌
獅
子
の
お
帰
り
で
あ
る
。
そ
し

て
休
む
こ
と
も
な
く
、
獅
子
舞
を

披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
私
は
予か

ね

て
か
ら
獅
子
に
熱
い
思
い
を
寄
せ

て
い
る
の
で
、
目
の
前
に
舞
う
獅

子
を
厳

お
ご
そか

に
見
守
っ
て
い
た
。
獅

子
舞
が
終
わ
っ
て
静
か
に
現
れ
し

若
者
は
、
美
し
く
も
凛
と
し
て
立

派
で
あ
っ
た
。
獅
子
の
魂
に
触
れ

る
思
い
が
し
た
。

　

祭
り
と
は
「
人
と
の
ふ
れ
あ
い

の
場
」
と
祭
り
を
司
る
方
の
お

言
葉
も
身
に
し
み
た
。
老
い
行

く
道
に
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
祭
り

で
あ
っ
た
。

　　　　　　　　２３　　広報いしおか 12 月１日号　№２６８



羽生 壮
そう た

汰ちゃん（１歳６か月） 成田 輝
きづき

月ちゃん（１歳５か月）

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

わが家のアイドル

平成28年12月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

柴内
アンパンマンがマイブーム。
元気いっぱいのわんぱくく
ん！心の優しい強い子になっ
てね。

根小屋
外遊び、絵本大好き！まある
い笑顔でわが家に光を注いで
くれます。一緒に遊んで一緒
に成長しようね。

〈表紙の写真〉
　紅葉シーズン真っ只中の 11月４日、八郷総合運動公園でどんぐり拾いをし
ている親子に出会いました。『やさと森のようちえん～あおぞら♪』での親子
活動に参加している皆さんで、平日の火・金曜日、週末（月１回）に活動して
います。代表の藤田陽子さんは「子どもは遊びの天才。自然の中で思いっきり
遊んで、自分の気持ちを存分に感じてもらいたいです。お母さんたちもここで
リフレッシュしてもらいたいです」と笑顔で話してくれました。

き づ き

てき

材
料
（
６
人
分
）

か
ぼ
ち
ゃ　
　
　
　

３
０
０ｇ

白
玉
粉　
　
　
　
　
　
　

20ｇ

砂
糖　
　
　
　
　
　
　
　

40ｇ

水　
　
　
　
　
　
　
　
　

適
宜

小
豆
缶　
　
　
　
　

１
２
０ｇ

作
り
方

①　

か
ぼ
ち
ゃ
は
蒸
し
て
裏
ご
し

す
る
。

②　

白
玉
粉
、
砂
糖
を
少
量
の
水

で
よ
く
溶
い
て
か
ら
①
を
加
え
て

こ
ね
る
。

③　

た
っ
ぷ
り
の
熱
湯
で
茹
で
、

水
に
取
る
。

④　

小
豆
と
一
緒
に
器
に
盛
る
。

か
ぼ
ち
ゃ
の
割
合
が
多
い
お
団
子

で
す
。
小
豆
が
甘
い
場
合
は
、
団

子
に
砂
糖
を
入
れ
な
く
て
も
美
味

し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　　　　かぼちゃ団子幸せは食事からヘルスメイトの
レシピ紹介

栄養成分（１人分）

（エネルギー 127kcal、塩分 2.4g）

もちもちとした食感が楽しめる一品。
お子さんのおやつにいかがですか。


	P01.pdf
	P02・03
	P04
	P05
	P06
	P07
	P08・09
	P10
	P11
	P12〜15広告なし
	P16
	P17
	P18
	P19
	P20・21
	P22・23
	P24

